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社甜止臥鶴馴1社会福祉協議会　　嵐摘壁毎毎〇回

ふれあいひろば
今月の題字：鶴田中央保育所　しぶたに　えいたくん

12月24日（水）、『平成

26年度鶴田町社会福祉大芸』

が鶴遊館を芸場に盛大に行われ

ました。

大芸では、看森県立中央病院

医療管理監　小野正人氏による

講演。これまで地域福祉に貢献

された個人・団体への表彰。福

祉作文コンクールの朗読発表等

が行われました。

当協議会は、大芸スローガン

である「ありがとう　言葉でつ

ながる　心の輪」の下、事後も

鶴田町の地域福祉の発展に尽力

して参ります。

（表彰者等は2ページから）

J

翌賀毒代表謝辞

鶴水爪－リつつ株式会社
代表取組役．小野　貢誠様

講　演

「PPK（ピコピココロリ）の星礎知識」

看森県立中央病院　医療管理監

小野　正人氏

この広報は、赤い羽根共同募金の配分金によって発行しています。
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平成26年度鶴田町社会福祉大会　表彰者
（順不同・敬称略）

【顕彰の部】

［垂画
鶴水ボーリング株式会社

南限芸社外崎配管工業所

【表彰の部】

［垂亙
◆福祉活動協助者

寺　　町

駅前通り

◆ボランティア

公園通り　　ハ木橋　絹　江

◆幸せの種まき運動　地域福祉推進委員長

吉日挑舘　　伊　藤　　　昇

野　　佐々木　敏　雄

長　内　クニ子

◆福祉団体役員

（鶴田町社芸福祉協議芸）

相原町　　様　方

みどり町　　寺　山

中　　野　　力□　藤　みつよ

山　　道　　一　戸　カノヱ

野　　木　　花　田　淑　子

（鶴田町老人クラブ連合会）

亀　　□　　藤　田　遣　う工

（鶴田町身体障害者福祉芸）

瀬良沢　　成　□　つ　さ

野　　木　　田　沢　良　永

（鶴口町母子寡婦福祉会）

駅前通り　　斉　藤　とみ江

中　　野　　成　田　ミ　キ

（鶴田町享をつなぐ親の芸）

駅前通り　　松　山　久　志

◆職員

（鶴田町社会福祉協議芸）

駅前通り　　奥　瀬　あや子

2

匝画
保音所つるた乳幼児園

看森県立鶴田高等学校

鶴田町スポーツダンス協芸

南限芸社さくらファーム／グループホームさきしり
南限芸社ひら岡／グループホームひら岡
大乗株式芸社／グループホーム鶴泊の家

とりせん
竹内呉服店
ハイコンポーネンツ看森株式芸社

ヤクルト五所川原親交芸
株式芸社内田洋行I Tソリューションズ

【感謝の部】

［垂亙

本　　町

みどり町
喜清川
亀　　田

大　　巻

大　　巻

占月

占月

匝画
鶴田町立中央保育所

鶴田町立喜蒲川小学校

鶴田町商工会女性部

本町婦人会

鶴田町料飲業組合
生きがいセンター陶芸部会

鶴田町グラウンド・⊃ルフ協会
大和山鶴田教区
下山プロパン豊の芸

株式会社看森銀行鶴田支店
ノーリツタクシー商芸

有限芸社鶴田自動車整備工場

南限芸社サトウ商事
勝ドライクリーニング
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平成26年度鶴田町社会福祉大会　福祉作文ココウール入選者
（順不同・敬称略）

【小学生の部】
☆最優秀賞

吉日桃舘小学校6年

☆優秀賞
梅沢小学校3年
古月挑舘小学校6年

☆佳　　作

梅沢小学校3年
吉日挑舘小学校5年

鶴田小学校3年
富士見小学校5年

【中学生の部】（全こ鶴田中学校3年生）

☆最優秀賞
4組　上　原　雄　永

☆優秀賞
1絶　大　山　千　聖／3組

亜荊沙

悠　花

綺　否

星　来

受質された鶴田吋の方々です。

おめでとうございます。
（順不同・敬称略）

【表彰の部】
民生児童委員

佐　藤　英　清

成　田　良　幸

三　浦　精　一

社会福祉奉仕活動

棟　方　弘　己

社協職昌

奥　瀬　あや子

3

12日12日（釜）、第67回北津軽郡社会福祉大会が中泊

町総合文化センター「パルナス」を会場に、盛大に開催されま

した。

これまで社芸福祉に功績

のあった方々の表彰があり

鶴田町からは、左記の5名

の方々が受賀されました。

事大芸をきっかけに、ス
ローガンである『みんなで

参加　絆で守ろう　地域つ

くり』の下、安心して暮ら
せる地域社会の実現を目指すことを誓いました。

着意の灯火
思いやりのこもった尊いご寄附をいただきました。呵社会福祉向上のため、大切に活用させてい

ただきます。

一般寄附（金銭）

写　　　岡　　　泰　　　郎　50′000円

伊　　　藤　　　　　　　　茂　30′174円

保育所つるた乳幼児園　35′569円

同　　嶋　　洋　　品　　店　20．000円

鶴田町商工会女性部
会長　宮　本　弘　子

20，000円

鶴田町スポーツダンス協会　20′000円

南　限芸社　鶴　田　自　動車　10′000円

鶴田中学校チャリティーバザー　　5′585円

鶴田町生きがいセンター

陶芸部一同

鶴田町本町婦人会
会長　宮　本　弘　子

5．000円

5，000円

（平成26年11月16日～平成27年1月14日：敬称略）

一般寄附（金銭）

指定寄附（金銭）

名100，000円

名　50′000円

名　40′000円

名　30′000円

名　10，000円

鶴花塾へ

サ　　ト　　ウ　　商　　事　　5．300円

鶴田町食生活改善推進協議会　　3′000円

一般寄附（物品）

匿 名　りんご3箱
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★答元は、ノ＼乃壬に、イラストを切り取らないこ 重電鈍重馳：≡童享≡三三…享室≒≡芸薫き 

★締切：2月15田消印有効 

′恕、、 上浦ム 　霞≧詔「、 　一針都議ばくちは即を �左 の 2 つ 嘉等′ いb 吾桑 ての ね � 

12月号当選者（敬称略）　おめでとうございます／ 
★相　川　広　久　　★市　川　心　夢　　★日　中　みゆき　　★三　上　京　子　　★山　谷　向日葵 

藍琵璽蓋室∃蒜
■日　　時：平成27年2月17日（火）

午前9時～

■対　　象：鶴田町在住のおおむね65歳以上

の方

■萎加責：一人500円（弁当代）

■競技種目：グラウンドtコルフ（先着20名）

コ二ンカントランプ（先着60名）

■申込締切：平成27年2月9日（月）

●申込先：鶴田町社会福祉協議芸

（TEL．22－3394）

之月　行事予定

10日㈹：北郡いきいき囲碁将棋コ二ンカン大会

（中泊呵）

12日休）：丹頂の集い　　　　　　　　（鶴遊館）

17日㈹：高齢者レクリエーション大会（鶴遊館）

20日㈱：広報委員会　　　　　　　（鶴遊館）

24日㈹：鶴田呵老人クラブ連合会

創立50周年記念式典　　　（鶴遊館）

25日（水：ほほえみ弁当お届けサービス

26日（杓：町母子寡婦福祉会手芸教室　（鶴遊館）
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「
羊
」
と
　
「
大
」
を
書
い
て
「
美

し
い
」
　
と
読
み
ま
す
。

大
吉
の
人
々
に
と
っ
て
大
き
な
羊

は
、
神
へ
の
捧
げ
も
の
と
し
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
動
物
で
し
た
。
そ
の

羊
が
今
年
の
干
支
で
あ
り
、
私
は
六

回
目
の
年
男
な
の
で
す
。

羊
は
、
互
い
に
身
を
寄
せ
合
い
、

群
れ
を
つ
く
り
、
助
け
合
っ
て
生
活

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
未
年
生
ま

れ
の
お
陰
な
の
で
し
ょ
う
か
、
私
は

昨
年
信
じ
ら
れ
な
い
経
験
を
し
ま
し

た。
昨
年
七
月
、
ホ
テ
ル
付
き
の
格
安

航
空
券
が
手
に
入
り
、
京
都
旅
行
し

た
時
の
事
で
す
。
三
日
間
レ
ン
タ
カ

ー
を
借
り
て
、
好
き
勝
手
に
市
内
を

走
り
回
っ
て
い
た
が
、
あ
る
家
の
塀

の
一
部
を
傷
つ
け
る
物
損
事
故
を
起

こ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
顔
を
出
し
た
家
主
は
、

私
が
青
森
か
ら
の
旅
行
者
だ
と
知
る

と
、
損
害
賠
償
は
要
ら
な
い
と
言
う

の
で
す
。
お
巡
り
さ
ん
も
罰
則
無
し

の
軽
微
な
事
故
と
し
て
処
理
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

次
は
車
に
付
い
た
傷
で
す
。
修
理

は
保
険
で
す
が
、
車
の
休
業
補
償
は

一
日
に
つ
き
二
万
円
で
、
私
が
支
払

わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
可

哀
想
に
思
っ
た
レ
ン
タ
カ
ー
の
職
員

が
、
三
十
分
以
上
も
か
け
て
磨
き
、

傷
を
見
え
な
く
し
て
く
れ
た
の
で

す
。
結
局
、
何
事
も
な
く
京
都
旅
行

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家
へ
帰
っ
て
す
ぐ
に
、
胃
森
の

「
メ
ェ
～
」
　
お
土
産
を
送
っ
た
の
は

勿
論
の
事
で
す
。
あ
の
方
々
も
、
き

っ
と
未
年
生
ま
れ
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
T
・
S
）

「
美
し
き
者
！

汝
の
名
は
阜
！
」


